
１　決算規模

２　予算執行状況　（消費税込み）

※

・ 水道料金改定

・

・

３　経営状況　（損益詳細　消費税抜き）

（１）営業収益　2,153,465千円（前年比　88,260千円）

（２）営業費用　2,282,442千円（前年比　2,475千円）

（３）営業利益　△128,977千円（前年比　85,785千円）

基本設計及び詳細設計

管路緊急改善事業による老朽

管の更新等を実施

　　　 給水収益の増加

・給水人口及び一人当たりの有

収水量は減少しているものの、

水道料金の改定により増加

R４比

　給水人口：1,464人減

　一人あたりの有収水量：2.0㎥減

令和５年度 登米市 水道事業 会計決算の概要

31億6,450万４千円
（ = 収益的支出 - 減価償却費

     + 資本的支出 ）

※前年度比　約１億５千万円の減

⇒令和４年度からの繰越事業の減

（約9千100万円）等による建設改良

費の減少などによるもの

主要事業
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【決算規模の前年度対比】

2,377,877

2,365,710

192,060

373,989

7,224

326

0 500,000 1,000,000 1,500,000 2,000,000 2,500,000 3,000,000

支出

2,577,161

収入

2,740,025

【収益的収支】

928,051

384,700

827,271

16,828

3,671

148,010 166,621 8,767

0 500,000 1,000,000 1,500,000 2,000,000

支出

1,758,993

収入

724,926

【資本的収支】 （単位:千円）

不足額 1,034,067

営業収益 営業外収益
特別利益

営業費用 営業外費用
特別損失

企業債

負担金及び補償金 補助金 出資金 加入金

建設改良費 企業債償還金

（単位:千円）

2,071,267
2,055,277

2,084,139
2,054,727

2,032,447

2,122,282

1,950,000

2,000,000

2,050,000

2,100,000

2,150,000

Ｈ30 Ｒ元 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5

【給水収益の推移】

前年度比

（単位:千円）

＋89,835

不足額は、損益勘定

留保資金等で補てん

補助金等

返還金

参考資料 １

002599
テキストボックス
資料　２

002599
テキストボックス



《主な増減要因》

（４）営業外収益　 368,333千円 （前年比 　42,331千円） 退職給付引当金戻入益等の増

（５）営業外費用　 134,522千円 （前年比　△14,513千円） 企業債利息の減

（６）経常利益　 104,834千円 （前年比　 142,629千円）

（７）特別利益 321千円 （前年比　 △368千円） 過年度損益修正益の減

（８）特別損失　 6,567千円 （前年比　 △8,759千円） R4.７月大雨による災害復旧費等の減

（９）当年度純利益 98,588千円 （前年比　 151,020千円）

※純利益が前年比151,020千円増

４　財務諸表の調整

（１）損益計算書　 当年度純利益98,588千円、当年度未処分利益剰余金338,113千円

（２）剰余金計算書 他会計繰入金（出資金）166,621千円を資本金へ繰入

（３）貸借対照表 資産の減価償却の進行により、前年度比510,124千円減少

（４）事業報告

（５）キャッシュ・フロー計算書

・最終予算における予定損益計算書より純利益が113,090千円増加(純損失が減)。主な要因は、

　修繕費等  (33,146千円)、動力費（49,824千円）、予備費(16,951千円)の減

・R４までは人口減少等による給水

収益の減、浄水、配水施設の動力費

の増などにより純利益は減少傾向に

あったが、R５.10月からの料金改定

等により、給水収益が増となり、純

利益が増加した。

・当年度未処分利益剰余金は

338,113千円となったが、令和６

年度の予定損益で純損失16,327千円

を見込んでいるため、剰余金の処分

は行わない。
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【当年度純利益】

当年度純利益

当年度未処分利益剰余金

業務活動で資金が得られ、かつ借入金残高を減少

させながら建設投資が行われており、比較的安定

した経営状況。

資金期末残高2,551百万円(前年比△135百万円）

（単位:千円）

73,992
72,528

70,000

72,000

74,000

76,000

R4 R5

【給水人口】 (人)

7,598,499
7,450,942

7,200,000

7,400,000

7,600,000

7,800,000

R4 R5

【有収水量】 (㎥)

81.85 81.64

81.0

82.0

83.0

R4 R5

【有収率】 (％)

△1,464
△147,557 △0.21

△ 391百万円

△ 704百万円

960百万円

△ 1,000△ 750 △ 500 △ 250 0 250 500 750 1,000

財務活動

投資活動

業務活動

28,681

28,171

27,500

28,000

28,500

29,000

R4 R5

【資産総額】 (百万円)

10,615

10,172 
10,000

11,000

R4 R5

【企業債残高】 (百万円)

△443
△510




